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③
○

く
、
　
　
サ
ー
ビ
ス
業
の
８
万
３
３
１

ド
は
体
園
や
入
園
制
限
が
長
引

合
計

３
人
が
最
多
で
、
減
少
率
は
８

き
、
非
正
規
従
業
員
が
９
４
４

ｂ
９
　
●
５
％
。
小
売
業
は
１
万
５
７

０
人

（５３
％
）
減

っ
た
。
店
舗

）
　

２
５
人

（ｌ

ｏ
６
％
）
の
マ
イ

の
体
業
や
時
短
営
業
な
ど
で
す

ア
が

ナ
ス
だ

っ
た
。
緊
急
事
態
宣
言

か
い
ら
―
く
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

し
て

な
ど
に
伴
う
外
出
自
粛
の
影
響

ス
は
７
７
４
８
人

（
１８
ｏ
４
％
）

響
で

を
受
け
た
業
種
が
目
立

つ
。
　
　
減
だ

っ
た
。
企
業
に
よ

っ
て
は

乙
人

　

会
社
ご
と
に
定
義
が
違
う
た

非
正
規
従
業
員
の
労
働
時
間
を

ｔ
マ

め
単
純
比
較
は
で
き
な
い
が
、
　

８
時
間

で
割

っ
て
は
じ
く
な

年
連

東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を

ど
、
必
ず
し
も
実
際
の
人
数
と

利
年

運
営
す
る
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン

は

一
致
し
な
い
。

も

つ
ろ

内
の
平
均
人
数
）
を
日
本
経
済

新
聞
が
集
計
し
た
。
前
年
度
と

比
較
で
き
た
２
５
４
３
社

（上

非正規従業員の雇用が落ち込んだ

%  (ロ リ年度比増減率)

2010年度  12   14   16   18   20
(注 )原則連結ベース、非正規従業員を前年比較できる
上場企業(上場子会社など除く)対象、20年度は
20年 7月期～21年6月期、上場廃止銘柄も含む、
データは日経NEEDS

製
造
業

で
も
大
幅

に
減

っ
　
ス
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
期
間
従

た
。
自
動
車
で
は
２
万
８
０
１

業
員
の
採
用
を
停
止
し
て
い
た

８
人

（９

ｏ
ｌ
％
）
の
マ
イ
ナ

影
響
な
ど
で
６
５
８
７
人

（
７

年
度
平
均
）
に
は
な
お
届
い
て
　
策
を
検
討
す
る
な
ど
集
客

へ
の

い
な
い
が
、
４
カ
月
連
続
で
増
　
備
え
を
始
め
て
い
る
。

え
た
。
卸
売
業

・
小
売
業
や
情
　
　
み
ず
ほ
リ
サ
ト
チ
＆
テ
ク
ノ

報
通
信
業
の
伸
び
が
大
き
い
。
　

ロ
ジ
ー
ズ
の
嶋
中
由
理
子
エ
コ

政
府
は
接
種
希
望
者
に
ワ
ク

一
ノ
ミ
ス
ト
は

「
非
正
規
従
業
員

“
”
い
睛
畦
律
』
師
雌
観
剛
ほ

一
¨
叫
”
劉
け
”
充 ッ
″
漿
戦
囃
籟

る
方
針
。
外
食
や
旅
行
な
ど
コ

一
の
後
押
し
で
待
遇
の
差
を
縮
め

ロ
ナ
禍
で
打
撃
を
受
け
て
き
た

一
る
取
り
組
み
が
重
要
に
な
る
」

企
業
は
２
回
接
種
者

へ
の
優
遇

一
と
指
摘
す
る
。

叡
櫛
熙
木
蛙̈
コ
ロ
ナ
休
業
型マ
キ
ャ
リ
ア
支
援
重
要
に

ち
３０
業
種
で
減
っ
た
。

ｏ
６
％
）
少
な
く
な

っ
た
。
機

械

（
１
万
４
１
０
１
人
、
１３

ｏ

８
％
）
や
電
気
機
器

（
１
万
２

２
１
５
人
、
６

ｏ
８
％
）
な
ど

で
減
少
幅
が
大
き
か

っ
た
。

緊
急
事
態
宣
言
や
需
要
減
少

へ
の
対
応
な
ど
で
非
正
規
従
業

員
の
削
減
は
上
場
企
業
に
と
ど

ま
ら
な
か

っ
た
。
国
内
世
帯
を

対
象
に
し
た
総
務
省
の
労
働
力

調
査
に
よ
る
と
、
２０
年
度
の
非

正
規
の
平
均
従
業
員
数
は
２
０

６
６
万
人
と
前
の
年
度
か
ら
９７

万
人

（
４

ｏ
５
％
）
減

っ
た
。

厳
し

い
雇
用
情
勢
が
続
く

が
、
２‐
年
度
に
入
り
改
善
の
兆

し
が
あ
る
。
７
月
の
就
業
者
数

は
前
年
同
月
比
５６
万
人
増
え
、

６
７
１
１
万
人
と
な

っ
た
。
コ

ロ
ナ
前
の
６
７
３
３
万
人

（１９

2010年度

‐6

日春19/26

正
規
21

人
減
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『目
立
つ
給
付
金
主
張

公
約
出
そ
ろ
う
対
コ
ロ
ナ
で
司
令
塔

rt,& rc/ ib

政策論争は「ばらまき合戦」

「
財
務
次
官
、
異
例
の
批
判
寄
稿

財
務
省
の
矢
野
康

治
事
務
次
官
＝
写
真

＝
が
８
日
発
売
の
月

刊
誌

「文
芸
春
秋
」

Ｈ
月
号
に
寄
稿
し
、

衆
院
選
や
自
民
党
総
裁
選
に
絡
む
政
策
論

争
を

「ば
ら
ま
き
合
戦
の
よ
う
だ
」
と
批

判
し
、
財
政
再
建
は
喫
緊
の
課
題
だ
と
訴

え
た
。
現
職
の
次
官
に
よ
る
意
見
表
明
は

異
例
。
岸
田
文
雄
首
相
が
策
定
を
指
示
し

た
経
済
対
策
に
つ
い
て
も

「
コ
ス
ト
や
弊

一
害
も
含
め
て
、
よ
く
吟
味
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
た
。

鈴
木
俊

一
財
務
相
は
８
日
の
閣
議
後
記

者
会
見
で
感
想
を
問
わ
れ

「個
人
的
な
思

い
を
つ
づ

っ
た
と
書
い
て
あ
る
。
中
身
は

問
題
だ
と
思
わ
な
い
」
と
の
考
え
を
示
し

た
。
麻
生
太
郎
前
財
務
相
の
了
解
を
得
て

い
る
と
い
う
。

矢
野
氏
は
寄
稿
の
中
で

「
（日
本
は
）

先
進
国
で
ず
ば
ぬ
け
て
大
き
な
借
金
を
抱

え
て
い
る
」
と
指
摘
。
財
政
再
建
が
後
回

し
に
な

っ
て
い
る
状
況
を

「タ
イ
タ
ニ
ッ

ク
号
が
氷
山
に
向
か

っ
て
突
進
し
て
い
る

よ
う
な
も
の
」
と
例
え
、
財
政
破
綻

へ
の

危
機
感
を
表
明
し
て
い
る
。

日級 ″/9



0

岸
田
文
雄
首
相
が
８
日
の

所
信
表
明
演
説
で
用
い
た
言

葉
を
分
析
す
る
と
、
政
権
で

重
視
す
る
政
策
や
政
治
姿
勢

が
浮
か
ん
だ
。
経
済
政
策
を

巡
り

「
分
配
」
が
頻
出
す
る
。

菅
義
偉
前
首
相
が
繰
り
返
し

た

「
改
革
」
に
代
え
て

「
創

る
」

「
拓

（ひ
ら
）
く
」

「
築

く
」
な
ど
新
た
な
仕
組
み
の

構
築
を
連
想
さ
せ
る
動
詞
を

用
い
た
。

（
１
面
参
照
）

キ
ー
ワ
ー
ド
の
登
場
頻
度

や
特

異
性

な
ど
を
文
字

の

大
き
さ
で
示
す

「
ワ
ー
ド
ク

ラ
ウ
ド
」
の
手
法
を
使

っ
て

演
説

の
特
徴
を
可
視
化
し

た
。
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
の

ユ
ー
ザ
ー
ロ
ー
カ
ル
の
テ
キ

ス
ト

分
析

ツ
ー
ル
で
調

べ

た
。演

説
全
体
で
１７
回
使

っ
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

（
「
新
型

コ
ロ
ナ
」
と

「
コ

ロ
ナ
」
を
含
む
）
が
最
も
目

立

つ
。
冒
頭
で
対
応
策
を
説

明
し
た
。

安
倍
晋
三
元
首
相
や
菅
義

偉
前
首
相
の
所
信
表
明
演
説

推進 凱
社会

と
比
較
す
る
と
、
大
き
く
変

わ

っ
た
の
が

「
成
長
」
と

「
分

配
」
の
バ
ラ
ン
ス
だ
。

安
倍
氏
は
第
２
次
政
権
の

発
足
か
ら
間
も
な
い
２
０
１

３
年
１
月
の
演
説
で
「
成
長
」

を
Ｈ
回
使
い
、
経
済
再
生
の

必
要
性
を
主
張
し
た
。

「
分

配
」
は

「政
府
が
ど
れ
だ
け

所
得
の
分
配
を
繰
り
返
し
て

も
経
済
成
長
が
で
き
な
け
れ

ば
経
済
全
体

の
パ
イ
は
縮

む
」
と
い
う
文
脈
で
１
回
出

て
く
る
だ
け
だ
。

菅
氏
の
２０
年
１０
月
の
所
信

表
明
演
説
は

「
分
配
」
と
い

う
単
語
を
取
り
入
れ
な
か

っ

た
「今
回

の
首
相

の
演
説

は

「
分
配
」
が
１２
回
出
て
く
る
。

「成
長
」
も
１５
回
登
場
す
る

が
安
倍
氏
の
演
説
と
意
味
合

い
は
異
な
る
。

「
成
長
と
分

配
の
好
循
環
」
と
繰
り
返
し
、

所
得
の
拡
大
に
よ

っ
て
中
間

層
を
分
厚
く
し
、
成
長
に
つ

な
げ
る
と
い
う
考
え
方
を
ち

り
ば
め
た
。

首
相

が
前
面

に
掲
げ
る

「
新
し
い
資
本
主
義
」
も
演

説
で
目
を
引
く
。
７
回
登
場

し
た
。
安
倍
政
権
以
降
の
金

融
緩
和
や
財
政
出
動
を
重
視

し
た
経
済
政
策
を
引
き
継
ぎ

つ
つ
、
富
の
再
配
分
に
力
を

入
れ
る
方
針
を
込
め

て
い

る
。

「
デ
ジ
タ
ル
化
」
は
ど
う

か
。
菅
氏
は
演
説
で
７
回
使

っ
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
民

間
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が

新
型

コ
ロ
ナ
で
浮
き
彫
り
に

な

っ
た
と
指
摘
し
、
改
革
す

る
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
。
司

令
塔
の

「
デ
ジ
タ
ル
庁
」
の

・

設

一 立
れ
柳
動
は
ど
２
回
だ

っ
一

た
。

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
」
な
ど

「
デ
ジ
タ

ル
」
を
含
む
言
葉
が
ほ
か
に

８
回
で
て
き
た
も
の
の
、
菅

氏
と
の
違
い
が
際
立

っ
た
。

菅
氏
と
首
相
の
間
で
は
政

治
姿
勢
の
打
ち
出
し
方
の
差

異
も
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。

菅
氏
の
演
説
は

「
改
革
」
が

‐６
回
も
登
場
し
た
。
前
例
主

義
や
縦
割
り

の
打
破
を
掲

げ
、
い
ま
あ
る
制
度
を
打
ち

破
る
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
像
を

示
そ
う
と
し
た
。
　
　

　

′

首
相
の
演
説
に

「
改
革
」

は

一
度
も
出
て
こ
な
い
。
「
新

し
い
時
代
」
や

「
新
し
い
社

会
」
な
ど
の
言
葉
で
経
済

・

社
会
の
仕
組
み
を
作
り
直
す

と
提
示
す
る

に
と
ど
ま

っ

た
。

首
ホロ
演
説首相演説を「ワードクラウド」の手法で分析すると

「分
配
」２
回
“

薔̈
一”飾硼墓岬罐郡蠅躍影凩曇
努める強化糎D期す

~安
全保障

畢い 求める 目指す  難しい
働く 厳しい

首相の言葉遣い、菅前首相とどう違う ?

16回使用  〈
~~「
改革」
~T〉
 一度も使わず

一度も使わず          〉 12回使用
「デジタル化」〈成長のキーワード〉 「科学技術」
地方、自治体、医療 〈 特徴的な言葉 〉  築く、創る

「改革」菅氏の16回からゼロに

所信表明キーワード分析
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④

田
氏
は
１０
月
４
日
に
首
相
に

要
駆
製
ν

ち
９８
年
ま
で
首
相
を
務
め
た

宮
沢
喜

一
氏
以
来
、
３０
年
ぶ

り
の
悲
願
の
宏
池
会
政
権
誕

生
と
な
る
。

宏
池
会
は
６０
～
６４
年
に
首

相
だ

つ
た
池
田
勇
人
氏
が
５７

年
に
創
設
し
た
派
閥
だ
。
日

本
の
戦
後
復
興
を
担

っ
た
吉

田
茂
元
首
相

の
流
れ

を
く

み
、
党
内
で
保
守
本
流
を
自

任
す
る
。

宏
池
会
と
し
て
生
ん
だ
首

相
は
岸
田
氏
で
５
人
目
、
党

総
裁
は
７
人
目
と
な
る
。

氏
務
７８ ３
賦
峰
年
ヽ
‐の
な
秤
に
峯

・
長

の
鈴
木
善
幸
氏
が
８０
～

８２
年
、
第
５
代
会
長
の
宮
沢

氏
が
９‐
～
９３
年

に
そ
れ

ぞ

れ
党
総
裁

と
首
相

に
な

っ

た
。

． 第
９ ５
は
鋼
素
“
ヽ
昨
印
臥
輔

宮
沢
氏
と
同
じ
広
島
県
を
地

盤
と
す
る
。
派
閥
の
歴
史
を

背
負

っ
て
、
節
目
の
１
０
０

代
目
の
首
相
に
な
る
。

首
相
に
な
れ
な
か

っ
た
歴

代
総
裁
も
２
人
い
る
。

９３
年
衆
院
選
で
下
野
し
た

後
に
党
総
裁
に
な

っ
た
河
野

洋
平
氏
は
９５
年
ま

で
務
め

た
。
自
民
党
初
の
野
党
党
首

と
な
り
、
自
社
さ
政
権
が
発

足
す
る
と
副
総
理

・
外
相
に

な

っ
た
。

そ

の
後
宏
池
会
を
離
脱

し
、
自
身
の
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
た
。
今
の
麻
生
派
に

一

B仏 9/3θ

宏
池
〈〓頭
躊
首
相
誕
生
へ
Ｌ

保
守
の
務
持
誤
り
正
す

つ
な
が
る
。
河
野
氏
の
長
男
、

太
郎
氏
は
今
回
の
総
裁
選
で

岸
田
氏
と
争

っ
た
。

一　

自
民
党
が
２
０
０
９
年
衆

．院
選

で
再
び
野
党

に
な
る

と
、
宏
池
会

（当
時
は
古
賀

派
）
に
所
属
し
て
い
た
谷
垣

禎

一
氏
が
党
総
裁

に
な

っ

た
。
谷
垣
氏
は
１２
年
総
裁
選

に
出
馬
を
断
念
し
、
安
倍
晋

三
氏
が
後
継
に
な

っ
た
。
同

年
末
の
政
権
交
代
で
安
倍
氏

が
首
相
に
返
り
咲
い
た
。

岸
田
氏
は
２０
年
１０
月
、
宏

池
会
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

ー
で

「
宏
池
会
の
大
き
な
か

た
ま
り
を
実
現
で
き
る
よ
う

先
頭
に
立

っ
て
汗
を
か
い
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

宏
池
会
を
同
じ
源
流
と
す

る
麻
生
派
や
１２
年

に
分
か

一

れ
た
谷
垣

グ
ル
ー
プ
と
再

結
集
す
る

「
大
宏
池
会
」
構

想
が
た
び
た
び
浮
か
ぶ
。
谷

垣
グ
ル
ー
プ
は
２‐
年
総
裁
選

で
岸
田
氏
を
支
持
し
た
。
同

グ

ル
ー
プ

の
中
谷
元
代
表

世
話
人
は

「
今
後
は
お
互
い

に
連
携
を
深
め
た
い
」
と
話

す
。

「保
守
」
は
極
め
て
謙
虚
な
思

想
で
あ

っ
て

「自
分
は
間
違
う
」

と
い
う
こ
と
を
根
本
に
置
い
て
い

る
。
政
治
の
場
で
は
独
裁
で
は
な

く
、
民
主
主
義
を
選
ぶ
。
経
済
の

場
で
は
統
制
経
済
の
よ
う
に

一
部

の
人
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
大

勢
の
人
が
参
加
す
る
自
由
主
義
市

場
経
済
を
選
ぶ
。

し
か
し
こ
れ
ら
を
満
た
す
だ
け

で
保
守
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

も
う

一
つ
大
切
な
こ
と
が
あ
る
。

今
に
生
き
て
い
る
多
数
も
ま
た
間

違
う
か
ら
だ
。

誤
り
を
正
し
て
い
く
に
は
二
つ

の
流
れ
が
あ
る
。
　
一
つ
が
リ
ベ
ラ

ル
で
あ
り
、

一
つ
が
保
守
と
言
わ

れ
る
も
の
だ
。
リ
ベ
ラ
ル
は
人
間

の
知
恵
に
よ

っ
て
多
数
の
間
違
い

を
正
す
考
え
だ
が
、
行
き
す
ぎ
る

と
特
定
の
グ
ル
ー
プ
の
思
い
上
が

り
に
よ
る
意
思
決
定
に
な

っ
て
し

ま
う
危
険
が
あ
る
。

一
方
で
保
守
は
人
が
積
み
上
げ

て
き
た
生
き
方
を
身
に
つ
け
る
こ

と
で
、
誤
り
を
正
そ
う
と
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
長
年
に
わ
た

っ
て
、
時
代
に
合
わ
な
く
な

っ
た

も
の
は
あ
ら
た
め
、
追
加
し
な
が

ら
、
作
り
上
げ
て
き
た
生
き
方
や

規
範
、
す
な
わ
ち
文
化
を
し

っ
か

り
持

つ
と
い
う
縦
軸
だ
。
衿
持

と
い

っ
て
も
い
い
。

私
は
憲
法
改
正
論
者
だ
け
れ
ど

も
、
国
民
主
権
や
間
接
民
主
主
義

は
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
間
接

民
主
制
と
議
院
内
閣
制
の
も
と
で

は
、
政
府
の
意
思
決
定
の
正
当
性

駄
お

へ 与
崎
睫
詢
針
崎
歌
羹
臨
敏
”

に
よ

っ
て
保
た
れ
て
い
る
。

一
人

一
人
の
政
治
家
が
、
保
守

が
大
切
に
し
て
い
る
衿
持
を
も

っ

て
、
憲
法
の
精
神
を
守

っ
て
い
く

こ
と
が
日
本
政
治
の

一
番
大
切
な

こ
と
だ
と
思

っ
て
い
る
。

【聞
き
手

・
須
藤
孝
】

宮
沢
氏
以
来
い３０
年
ぶ
り

伊吹文明元衆院議長00
=自民
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⑤

経
済
成
長
の
代
償
と
し
て
世

界
は
地
球
規
模
で
の
気
候
変
動

に
直
面
し
、
成
長
の
源
泉
で
あ

っ
た
人
口
は
減
少
に
転
じ
よ
う

と
し
て
い
る
。
今
後
も
持
続
可

能
な
世
界
を
築
い
て
い
く
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
日
本

経
済
新
聞
は
２
０
２
１
年
、
気

候
変
動
と
人
口
と
い
う
２
つ
の

地
球
規
模
の
難
題
を
考
え
る
１

面
連
載
を
始
め
た
。

１
月
に
開
始
し
た
の
が

「
第

４
の
革
命
　
カ
ー
ボ
ン
ゼ

ロ
」

だ
。
熱
波
、
台
風
、
山
火
事
と
、

地
球
が
我
々
に
異
変
を
告
げ
な

い
日
は
な
い
。
気
候
変
動
は
世

界
が
取
り
組
む
べ
き
喫
緊
の
課

題
と
な

っ
て
い
る
。

産
業
革
命
後
、
世
界
の
気
温

は
お
よ
そ
１
度
上
が
り
、
こ
の

ま
ま
な
ら
２０
～
４０
年
後
に
上
昇

幅
は
２

ｏ
４
度
に
な
る
。
温
暖

化
を
食
い
止
め
よ
う
と
世
界
が

こ
ぞ

っ
て
脱
炭
素
を
掲
げ
始
め

た
。
日
本
政
府
も
２０
年
１０
月
、

温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
量
を
５０
年

ま
で
に
実
質
的
に
な
く
す

「
カ

ー
ボ
ン
ゼ

ロ
」
を
宣
言
し
た
。

道
の
り
は
こ
れ
ま
で
に
な
く

険
し
い
。
日
本
は
１
９
７
０
年

代
の
２
度
の
オ
イ
ル
シ

ヨ
ッ
ク

を
経
て
省
エ
ネ
で
世
界
を
リ
ー

ド
し
た
が
、
脱
炭
素
で
は
欧
州

な
ど
に
周
回
遅
れ
と
な

っ
て
い

る
。
ど
う
す
れ
ば
日
本
が
カ
ー

ボ
ン
ゼ

ロ
を
実
現
し
、
成
長
戦

略
に
結
び

つ
け
ら
れ
る
か
が
連

載
の
根
底
の
テ
ー
マ
だ
。

課
題
を
あ
ぶ
り
出
し
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
カ
ー
ボ
ン

ゼ
ロ
の

「
最
後
の
ピ
ー
ス
」
を

埋
め
る
水
素
の
将
来
像
を
探

っ

た
。
企
業
が
脱
炭
素
を
軸
に
経

営
を
刷
新
す
る

「
グ
リ
ー
ン
■

ラ

ン
ス

フ
オ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン

（
Ｇ
Ｘ
）
」
に
つ
い
て
最
新
の

事
例
も
追

っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

も
取
材
班
は
現
場
主
義
を
貫

く
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
砂
漠
、

オ
ラ
ン
ダ

・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の

港
、
広
島
県
の
デ

ニ
ム
エ
場
…

…
。
リ
チ
ウ
ム
の
採
掘
現
場
で

あ
る
中
国
内
陸
部

・
青
海
省
の

標
高
２
６
０
０
房
の
塩
湖
に
も

記
者
は
飛
ん
だ
。
リ
チ
ウ
ム
は

電
気
自
動
車
の
車
載
電
池
に
欠

か
せ
な
い
。
脱
炭
素
の
戦
略
物

資
と
さ
れ
る
蓄
電
池
を

一
気
通

貫
で
押
さ
え
る
中
国
の
国
家
戦

略
の
息
づ
か
い
を
追
力
あ
る
写

真
と
と
も
に
伝
え
た
。

カ
ー
ボ
ン
ゼ

ロ
の
達
成
は
非

常
に
難
し
い
。
同
時
に
低
迷
し

て
い
る
日
本
に
再
成
長
を
も
た

ら
す
可
能
性
を
秘
め
る
。
農
業
、

産
業
、
情
報
に
次
ぐ

「
第
４
の

革
命
」
を
今
後
も
追
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
と
も
に
、
世

界
の
経
済
成
長
の
源
泉
だ

っ
た

人
口
増
大
に
も
陰
り
が
見
え
始

め
て
い
る
。
１
面
連
載

「
人
口

と
世
界
」
で
は
大
前
提
の
転
換

期
に
お
け
る
課
題
を
追
う
。

ホ
モ

・
サ
ピ
エ
ン
ス
登
場
か

ら
３０
万
年
。
人
口
は
近
い
将
来
、

減
少
局
面
を
迎
え
る
。
国
連
は

２
１
０
０
年
に
世
界
人
口
が
ピ

ー
ク
の
１
０
９
億
人
に
達
す
る

と
予
測
。
米
ワ
シ
ン
ト
ン
大
は

６４
年
の
９７
億
人
が
ピ
ー
ク
と
さ

ら
に
前
倒
し
し
た
。

経
済
成
長
、ヽ
物
価
、
生
産
性
、

社
会
保
障
―
―
。
人
口
増
を
前

提
と
し
た
時
代
が
終
わ
れ
ば
す

べ
て
が
変
わ
る
。

少
子
化
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集

め
、
デ
ー
タ
で
検
証
す
る
。
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）

や
人
流
を
示
し
た
サ
ン
キ
ー
図

な
ど
、
様
々
な
可
視
化
手
法
を

用
い
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
示

す
見
せ
方
の
工
夫
も
凝
ら
し
て

い
る
。
人
口
が
多
い
国
の
ラ
ン

キ
ン
グ
の
変
遷
で
は
１
９
５
０

年
か
ら
２
１
０
０
年
ま
で
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
に
し
た
。

エ
ビ
デ
ン
ス
を
積
み
上
げ
、

真
実
を
導
く
。
新
間
の
新
た
な

報
道
の
ス
タ
イ
ル
に
も
挑
む
。

考え続ける

脱
炭
素
・人
口
減
を
問
う
連
載

世界人口は過去200年に急増したが減少局面に

彦晃了
高位

響

160「億人

「
|   |   |   |
1950  2000    50    2100

４

　

　

２

蒔
囀

国「人口と世界」は成長の前提としてきた人口の減少局面を見通す
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